
令和８年度第１回君津市社会教育委員会議次第  

 

日時 令和８年５月１８日（月） 

午後２時から４時３０分まで 

場所 生涯学習交流センター 多目的ホール 

（委嘱状交付） 

１  開会                   

 

２  あいさつ 

 

３  委員並びに職員紹介   

 

４  諮問 （１）公民館の使用料金について     

      （２）令和８年度社会教育関係団体に対する補助金の交付について 

 

５  議事 令和８年度社会教育関係団体に対する補助金の交付について 

          

６  答申 令和８年度社会教育関係団体に対する補助金の交付について 

           

７  協議 （１）公民館の使用料金について 

（２）総合計画 後期基本計画について  

（３）地域活性に役立ち、より開かれた社会教育をめざして 

令和８年度社会教育行政・各機関の取り組みについて 

 

８  その他 ・図書館の休館日変更、電子書籍サービスの休止について 

・令和８年度の会議日程について       

       ・君津地方社会教育委員連絡協議会等について ほか 

 

９  閉会                               

 

 

 

 



（別紙） 社会教育委員会議年間活動計画 

 

１．君津市社会教育委員会議 

   ＊別途、臨時会議を実施する可能性あり。 

 

２．君津地方社会教育委員連絡協議会 

事業名 期日・会場 主な内容 

総会 ５月２０日（水） 

午後４時から 

木更津市立 

中央地域交流センター 

令和７年度事業報告・決算報告、 

令和８年度事業計画・予算  

R9関ブロ大会準備報告 ほか 

第 62回君津地方 

社会教育推進大会 

１月２４日（日） 

富津公民館 

表彰、記念講演、大会決議等 

（担当：富津市） 

研修会 ９月２５日（金） 

袖ケ浦市民会館 

時事的、地域課題等をテーマとする

事例研究（担当：袖ケ浦市） 

 

３．千葉県社会教育委員連絡協議会 

事業名 期日・会場 主な内容 

代議員会 ７月１６日（木）PM 

千葉県総合教育センター 

※委員長のみ 

千葉県 

社会教育振興大会 

１０月２６日（月） 

千葉県総合教育センター 

 

 

※主な予定の一覧です。日程等が変更になる場合があります。 

会議 日時・会場 主な内容 

第１回 ５月１８日（月）午後２時から 

生涯学習交流センター 

・令和８年度社会教育関係団体に

対する補助金の交付について 

・公民館の使用料金について ほか 

第２回 ３月  日（ ）午後２時から 

 生涯学習交流センター 

・事業報告 

・公民館の使用料金について ほか 



 

 

 

      令和８年度度補助金交付予定団体の状況 
 

① 君津市子ども会育成連絡協議会 

 子どもが楽しめる機会の提供と子ども会活動のＰＲを兼ねた行事「こどもまつり」（令和

8年 6月 21日実施）のほか、近郊施設視察やリーダースクラブ支援、広報「ＫＩＭＩＫＯ」

発行などを行う。 

〈備考〉 

令和 7 年度は事業を縮小して実施したことから、補助金 20,955 円を戻入。（当初交付予

定額 181,000円） 

 

② 周西南中学校区地域学校協働本部 

周西南中学校区共育目標の実現に向けて、地域と学校が連携・協働して、地域全体で未

来を担う子どもたちの成長を支えていく地域学校協働活動を推進する。 

 

③ 君津市民合唱団 

 日頃の練習成果を本市の文化振興に還元できるようコーラルフェストへの参加等を行う。 

 

④ 君津市文化協会 

 １２部門の各事業と市民による文化活動の活性化を図るとともに、チャリティー芸術祭・ 

市民芸術祭の開催、地域諸団体・近隣文化団体との交流を密にし、協働し地域文化の発展 

を図る。 

 

⑤ きみつ少年少女合唱団 

 本市の子ども文化を代表する団体として、クリスマスチャリティーコンサートの開催や 

コーラルフェストへの参加のほか、県外市外のイベント等に積極的に出演予定。合唱活動 

をとおして、子ども文化の振興を図る。 

  

⑥ 君津市北子安地区大運動会実行委員会 

北子安地区住民を中心に、児童から高齢者までに至る地域住民の交流、連帯感の醸成を 

図るため、大運動会を実施する予定。 

 

⑦ 君津市スポーツ・レクリエーション推進員連絡協議会 

スポーツ・レクリエーションを通じた、健康・体力づくりの実践を普及、促進するため、 

各種事業を実施する予定。 

 

⑧ 君津市体育協会 

競技スポーツの普及発展のため、県民スポーツ大会への派遣や各種大会を実施する予定。 



令和８年度　社会教育活動振興事業補助金交付予定内訳書
                                （単位：人・円）

No 団       体       名 代表者名 構成人員 交付予定額
下段：昨年度

補助金対象経費
下段：総事業予算

種　　　　　目 主　　　な　　　内　　　訳

・研修会等（育成者講習会他）の開催
齋 藤 み ど り 28 100,000 100,000 少年教育振興事業 ・子どもまつりの開催

181,000 100,000 ・機関誌の発行
・団体間の連絡調整を図る本部事業の実施

福 島 義 人 22 180,000 370,000 地域学校協働活動事業
・地域学校協働活動を展開する部会活動の実
施（学校支援、地域交流、安全、広報部会）

200,000 576,844

・きみつコーラルフェスト２０２６

君津市民合唱団 久 野 田 芳 男 22 216,000 1,546,000 芸術、文化振興事業

240,000 2,106,000

・１２部門の各事業

君津市文化協会 小 澤 隆 450 720,000 1,585,000 芸術、文化振興事業 ・第31回チャリティー市民芸術祭

800,000 2,587,000 ・第52回市民芸術祭

・クリスマスチャリティコンサート

きみつ少年少女合唱団 光 井 美 保 35 1,746,000 2,863,000 芸術、文化振興事業 ・富弘美術館コンサート

1,940,000 3,150,189 ・きみつコーラルフェスト２０２６

・地区市民体育祭事業

石 崎 淳 250 90,000 300,000 社会体育振興事業 　１団体（北子安地区）

100,000 420,000

鎌 崎 芳 敬 50 201,000 201,000 社会体育振興事業

223,000 221,379 ・各種スポーツ大会等開催

・ 体育協会活動事業　加盟団体：４1団体

　（内訳：５支部、３３専門部、その他３団体）

・市民体育大会の実施、県大会へ派遣

4,305,000 4,633,000 ・地域スポーツ振興事業の実施

計

1 君津市子ども会育成連絡協議会

3

4

5

2
周西南中学校区
                地域学校協働本部

7,128,000

6
君津市北子安地区
           大運動会実行委員会

・スポーツ、レクリエーション推進員連絡
 協議会活動事業 ５支部

8 君津市体育協会 池 田 健 司 10,000 3,875,000 4,348,000 社会体育振興事業

7
君津市スポーツ・レクリエーション
推進員連絡協議会



公民館の使用料について 

 

生 涯 学 習 文 化 課 

 

１ 概要 

公民館は公立学校と同様に教育機関に位置づき、学習、交流による市民の主

体的なコミュニティ形成の基盤として、本市では、すべての市民に開かれたも

のであるよう、市民の社会教育活動、地域活動等について料金を無料としてき

た経緯があります。 

しかし、昨今の社会情勢や財政状況もあり、公共施設の適切な料金負担のあ

り方が重要な課題となる中、公民館の使用料金についても検討する必要がでて

きました。 

つきましては、関係審議会の皆様にご意見を伺いながら検討を進めてまいり

たいと考えております。 

 

２ 使用料金徴収の必要性 

本市では、さまざまな公共施設の使用料を、地方自治法第２２５条および第

２２８条に基づき条例で定め、使用者に一定の負担をお願いしています。 

本市「公共施設使用料の見直しに関する基本方針」では、「近年、少子高齢

化や人口減少により税収の大幅な増加は見込めず、一方で社会保障費や公共施

設の老朽化対応など財政需要は増加」し、「原材料費やエネルギーコストの高

騰、人件費の上昇により維持管理・運営コストも増大」する中、「デジタル化

やライフスタイルの多様化により利用実態や市民ニーズが変化し、従来の使用

料体系が現在の状況に合わない場合もあり、公平性や透明性の観点から見直し

が必要」「将来にわたり持続可能な公共サービスを提供するためには、施設の

在り方の見直しとともに、受益者と非受益者の負担の公平性を確保し、利用者

には受益に応じた適切な負担をお願いすることが不可欠」としています。 

 

３ 公民館について 

「基本方針」では、法令等で料金等が定められている場合を除く公共施設に

ついて、個別の施設使用料の検証を行い、持続可能で公平性の高い公共施設の

運営を目指すとしており、公民館も検討を行う施設に含まれます。 

公民館は、市民の学びと交流の拠点として重要な機能を持つ施設ですが、光

熱水費など相応の経費がかかっており、使用する人としない人の公平性の点か

らも、使用料金の検討が必要となっています。 

 

 



参考１ 近隣市の使用料例（比較可能な部屋を抜粋・生涯学習文化課調べ） 

 貸出部屋など 料金（１時間） 備   考 

君津市 会議室系 ０円 160～440 円   ※1 

多目的ホール系 ０円 753～1,080 円 ※1 

調理室 0 円 430～440 円  ※1 

富津市 会議室系 310 円・730 円 

夜間 340 円・800 円 

 

多目的ホール系 3,140 円 

夜間 3,450 円 

※2 

調理室 620 円 

夜間 680 円 

 

袖ケ浦市 会議室系 230～650 円 

夜間 350～910 円 

 

多目的ホール系 650 円 

夜間 910 円 

※2 

調理室 650 円 

夜間 910 円 

 

木更津市 

※3 

会議室系 150～600 円  

多目的ホール系 600～1,500 円  

調理室 150～400 円  

※１ 午前中 9 時～12 時の「目的外使用」料金を１時間換算した参考値。 

※２ 別途客席ホール仕様の大ホール（650 人～1,000 人対応）あり。 

※３ 令和８年４月からコミュニティセンター化 

 

参考２ 近隣市の公民館使用料収入額（令和６年度決算額全体） 

君津市      ８１７，６３０円（目的外使用分） 

木更津市  １１，３９０，５６９円 

富津市    １，１６８，７２０円 

袖ケ浦市   ７，２９７，９７０円 

 

参考３ 君津市の公民館光熱水費（令和６年度決算額） 

君津市     ３５，８８９，０００円 

 

参考４ 令和７年度実施アンケートに寄せられた声（別紙） 
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君津市総合計画後期基本計画及び君津市教育大綱・君津市教育振興基本計画策定に向けて 

 

１ 君津市総合計画前期基本計画、君津市教育大綱（令和４年度～８年度）と生涯学習計画 

本市では、「君津市総合計画」及び「君津市教育大綱・君津市教育振興基本計画」の中に社会教

育を位置づけ、各種事業を展開しています。 

 これらの計画期間が令和８年度までとなっていることから、後期計画の策定に向け、前期計画期

間における成果や課題を振り返るとともに、今後の振興方策について検討したいと考えています。 

 

２ 協議の柱 

（１）計画期間における各項目の成果と課題について 

・「前期基本計画における総括」及び各項目における成果と課題をもとに、前期基本計画におけ  

 る取組について評価をいただきたい。 

 

（２）各指標項目（「公民館事業における満足度」「図書館利用満足度」）について 

 ・重要業績評価指標（KPI）の策定に向け、現在、方向性①～③の案を検討している。その他の 

視点も含めてご意見をいただきたい。 

方向性①：前期基本計画を踏襲し、「満足度」を指標とする。 

（例：公民館利用者向けアンケートでの公民館事業における満足度、図書館利用者向け

アンケートでの利用満足度） 

 方向性②：参加者の固定化、利用者の減少等の課題を踏まえ、「公民館主催事業における新規参

加者比率」や「図書館サービス新規登録者比率」など、「新規利用者に着目した比

率」を指標とする。  

（例：アンケート回答者 3,000 人のうち、「公民館事業にはじめて参加した」と回答

した人が 900 人いた場合、新規参加者比率は 30.0％となる。） 

 方向性③：「地域や市民に役立つ」「身近な場所で学び続けられる環境づくり」の観点から、「住

民 1人あたりの年間平均利用回数」を指標とする。 

（例：地区住民 3,000 人の地区において年間 20,000 人の利用があった場合、1人あた

り年間 6.67 回の利用となる。） 
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３-３ 生涯学習 

１ 概要・達成状況 

全ての市民の学ぶ意欲を大切にし、誰もが自由に自己を磨き続けることのできる環境整備を推進した。  

指標名 実績値 平均値 目標値 

R4 R8 R6 R7  R8 

①公民館利用者向けアンケートでの 

公民館事業における満足度 

88.7％ 91.6％ 90.2％ 90.2％ 90.2％ 90.0％ 

②図書館利用者向けアンケートでの利用満足度 - 66.8％ 78.4％ 79.0％ 74.7％ 70.0％ 

 

２ 前期基本計画における総括 

【成果】 

・公民館の再整備については、清和地域拠点複合施設「おらがわ」を開館するとともに、周南・

小糸・小櫃公民館の再整備に向けた基本計画を策定した。 

・公民館事業満足度は、令和 5年度 91.6％、令和 6・7年度とも 90.2％となり、3か年平均

90.2％で目標値（90.0％）を達成した。デジタル技術を活用した講座や、地域団体・企業と連

携した事業展開により、多様な学習機会の充実につながった。 

・図書館利用満足度は、令和 5年度 66.8％から令和 7年度 79.0％へ上昇し、目標値（70.0％）

を大きく上回った。貸出冊数 439,194 冊、リクエスト 53,155 件と高い利用水準を維持すると

ともに、図書館システム更新や Web 予約、電子書籍の普及により、利便性向上を図った。 

【課題】 

・公民館再整備については、建設資材価格や人件費の高騰による事業費増加に加え、地域ニーズとの

整合を図りながら、合意形成を進めていく必要がある。 

・公民館事業では、参加者の固定化や、連携団体における高齢化・担い手不足が課題となっている。

また、多様化・複雑化する学習ニーズへの対応や、地域外からも参加したくなるような地域の魅力

の掘り起こしが求められる。 

・図書館では、施設・設備の老朽化への対応に加え、図書館サービスのデジタル化を持続的に推進す

るため、安定的な財源確保とサービス内容の充実を図る必要がある。 

 

３ 施策の展開と振り返り 

①身近な場所で学び続けられる環境の整備（ア～ウ） 

ア 君津市社会教育施設の再整備基本計画に基づく「第 1期プラン」に沿って清和公民館の複合化等

の再整備を進めます。 

イ 周南公民館、小糸公民館、小櫃公民館については老朽化や使用形態など、各施設が置かれている

状況を総合的に考慮して計画的に再整備を進めます。 

ウ 中央図書館の老朽化対策を計画的に行い、誰でも快適に学ぶことのできる環境の整備を進めま 

す。 
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【主な内容】 

年度 概要 

令和 4年度 ・清和地区拠点複合施設「おらがわ」の改修工事に着手。 

・周南・小糸・小櫃公民館の再整備基本計画の策定に向けたプロポーザルを実施。  

令和 5年度 ・清和地域拠点複合施設「おらがわ」が開館。 

・周南・小糸・小櫃公民館の再整備基本計画を策定した。 

令和 6年度 ・ 「おらがわ」の円滑な運営を進めるとともに、周南・小糸・小櫃公民館の

PPP/PFI 導入可能性調査を実施し、効率的な事業手法等の検討を行った。 

・中央図書館の老朽化に伴う会議室のブラインド、消防設備、トイレ等の修繕を

実施した。 

令和 7年度 ・旧清和公民館の解体工事に着手。 

・周南・小糸・小櫃公民館再整備について、事業費縮減に向けた整備手法等の検

討を進めた。 

・中央図書館の長寿命化について改修等の検討を進めた。 

【成果】 

    ・清和地域拠点複合施設「おらがわ」の開館により、地域コミュニティの新たな交流・学習拠点の

形成が進んだ。 

・周南・小糸・小櫃公民館については、再整備基本計画を策定し、基本設計や事業費縮減に向けた

整備手法等の検討を進めた。 

・中央図書館では、修繕等維持管理を実施し、安全性・利便性の向上を図った。 

【課題】 

・建設資材価格や人件費の高騰に伴う事業費の増加。 

・整備計画と地域ニーズとの調整および合意形成。 

 【今後の方向性】 

    ・PPP／PFI 導入可能性調査の結果等を踏まえ、整備手法の検討を進める。 

・既存施設の長寿命化を図りながら、身近な場所で学び続けられる環境の整備に取り組む。 

 

②子どもも大人も学び成長し続けられる機会の充実（エ～キ） 

エ デジタル技術の活用による学習機会の提供に取り組みます。 

オ 公民館において、生きがいづくりに役立つプログラムや、暮らしの課題解決に役立つプログラ

ム、子どもたちの夢を育むプログラムなど、多様な事業展開に取り組みます。 

カ 公民館を使ったことがない人にも参加しやすい事業の工夫や、地域内外の交流を深める事業展開

で、より幅広い人に活用される公民館づくりに取り組みます。 

キ 地域住民、団体、企業などと連携・協力することで生涯学習メニューの充実を図ります。 
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【主な内容】 

年度 概要 

令和 4年度 資料①「デジタル活用講座」（小櫃公民館） 

・ポストコロナを見据え、デジタル技術を活用したプログラムを実施。 

資料②「“音”でつなぐ周南の文化」（周南公民館） 

・地域団体・企業と連携した事業を実施。 

令和 5年度 資料③「体験せいわ学」（清和公民館） 

・各公民館において地域課題や市民ニーズに応じた多様な事業を展開（484 プログ

ラム、延べ 9,360 人参加）。 

資料④「だんだんダンス」（君津中央公民館） 

・障がいや不登校など困難を抱える人に向けた事業を実施。 

資料⑤「日本語ひろば」（周西公民館） 

・地域在住の外国人とのつながりづくりを図る事業を実施。 

その他 

・デジタル機器の操作・活用講座を 3館で延べ 31回実施。 

令和 6年度 資料⑥「公民館で！避難所宿泊体験」（八重原公民館） 

・地域課題や市民ニーズに応じた多様な事業を展開（463 プログラム、延べ 8,626 人）。  

資料⑦「不登校サポート」、周西公民館 

・障がいや不登校など困難を抱える人に向けた事業にも取り組んだ。 

令和 7年度 資料⑧「私たちの暮らしと AIリテラシー」（上総公民館） 

資料⑨「第二次世界大戦下の君津」（君津市公民館連絡会） 
・ 「AI」や「戦後 80年」など、時事・社会のテーマを扱ったプログラムを展開。 

資料⑩「あいあいカフェ」（君津中央公民館） 

資料⑪「夜 Café 子どもの心を伸ばすには」（小糸公民館） 

資料⑫「みんなで遊びに行こう！小櫃公民館」（小櫃公民館） 

・カフェ形式や夜間開催、アウトリーチ型事業など、参加しやすい工夫を導入。 

その他 

・多様な学習機会の提供（278 プログラム、延べ 8,872 人）を継続。 

【成果】 

 ・スマートフォン講座等を継続的に実施し、デジタル・デバイド解消に向けた学習機会の充実につ
ながった。 

・ 「カフェ形式」「夜間開催」「ロビー活用」など、参加しやすい工夫を取り入れたことで、公民館
事業アンケートでは、「初めて公民館事業に参加した」と回答した人が約 3割を占め、新たな利
用者層の掘り起こしにつながった。 

・地域団体、学校、NPO、企業等との連携により、地域資源や専門性を生かした特色ある事業展開
を進めることができた。 

【課題】 

 ・参加者の固定化。 

・連携団体等における高齢化や担い手不足。 

【今後の方向性】 

 ・若い世代や働く世代も参加しやすい事業手法を取り入れ、多様な市民の参加促進を図る。 

・地域団体や民間企業、大学等との連携をさらに強化し、社会的課題や地域課題に対応した学習機
会の充実を図る。 
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③自主的に学び続けられる読書環境の整備（ク～コ） 

ク 絵本の読み聞かせやビジネス支援講座など各年代に対応した参加型イベントにより、市民が多種

多様な資料に接する機会を充実させ、図書館の利用促進を図ります。 

ケ 社会情勢の変化や市民ニーズを的確に把握した図書館資料を収集し、市民が必要とする情報を入

手しやすい環境づくりを推進します。 

コ 図書館サービスのデジタル化を推進し、図書館の利便性向上を図ります。 

【主な内容】 

年度 概要 

令和 4年度 ⑬図書館開館 20 周年記念事業 文芸講演会 

・君津市出身の高橋由太先生を講師に迎え、文芸講演会を実施した。 

その他 

・電子書籍サービスの新たなサービスとして「電子雑誌の閲覧サービス」を開始

した。 

令和 5年度 ⑭ 読書推進事業「わらべうたであそぼう！」 

・絵本やわらべうたを親子で楽しむ時間や実践者向けのわらべうたや手遊びなど

を題材にした学習会を実施した。 

その他 

・電子書籍の利用が進み、貸出数は約 2,800 点となった。 

・利用者アンケートを実施し、市民ニーズの把握に努めた。 

・未所蔵リクエストなどの手続きを Web 上で実施できるようにした。 

令和 6年度 ⑮ バリアフリー図書体験会 

・大きな文字で読む、音声で聞く、点字でよむなど、様々な読書のかたちを体験

したり、バリアフリー読書機器を展示したりする事業を実施した。 

その他 

・読み聞かせ、映画鑑賞会など、多様なイベントを実施。 

・開館時間の見直しにかかわるアンケートを実施した。 

令和 7年度 ⑯ 図書館友の会きみつ・君津市立中央図書館共催 児童文学講座 

・「ぼくの鳥の巣絵日記」や「せんろはつづく」など、たくさんの絵本や児童書等

を出版されている鈴木まもる氏を講師に迎え、「絵本と鳥の巣のふしぎ～鳥の巣

が教えてくれること～」と題した講演会を開催。 

その他 

・図書館システムの更新を実施（9月）。 

・貸出冊数 439,194 冊、リクエスト 53,155 件と高い利用水準を維持した。 

・電子書籍サービスは、新規登録者 368 人、ログイン数 5,082 件、貸出数 2,086

点となり、非来館型サービスの充実につながった。 

【成果】 

 ・図書館利用満足度は、令和 5年度 66.8％から令和 7年度見込 79.0％へと大幅に向上し、目標値

70.0％を上回る見込みとなった。 

・令和 7年 9 月に図書館システムを更新し、サービスの利便性向上を図った。 

・電子書籍や Web サービスの拡充により、時間や場所を問わず利用できる読書環境の充実につなが

った。 
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【課題】 

 ・読み聞かせボランティアの担い手不足。 

・人口減少やネットの普及等により、利用者が減少傾向にある。 

【今後の方向性】 

 ・デジタルサービスと来館型サービスの両立を図り、多様な利用ニーズに対応した図書館運営を進

める。 

・子どもから高齢者まで、幅広い世代が読書に親しめる環境づくりを推進する。 



 

 

 

 

 

 

コロナ禍のなかで対面を避け、オンラインでのサービスや学習の機会が急激に増えてきました。 

この機会に、スマートフォンやオンライン会議ツールなど、デジタル技術の使い方を学びながら、

上手にいかして生活をもっと豊かに便利にしていく手立てを身につけましょう。 

参加を希望するコースを選んでお申し込みください（複数参加も OK!） 

 9 8

 9 27

10 6

10 18

※Zoom(ズーム)とは、オンライン上で会議やセミナーを行う際に使用するアプリです。 

他にも様々なウェブ会議アプリがありますが、基本的な操作は同じですので教材として扱います。 

 

📞

  

  

 

回 覧  
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【A】初心者向け!オンライン会議のイロハ～Zoom の使い方編～ 

 

 

 

 

【B】主催者向け!オンライン会議のイロハ～Zoom 会議の開き方・進め方編～ 

 

 

 

 

 

【C】超入門!いまさら聞けないスマホの使い方 

 

 

 

 

【D】知っトク!スマホの便利な使い方 

 

 

 

※新型コロナウイルスの感染状況によっては、内容等が変更になる可能性があります。 



 

第 49 回周南地区文化祭特別展 

“音”でつなぐ 
ふる   さと  

周 南 の 文 化  

資料②



 

□

 

□

 

□



令和５年度 NPO 法人いきいき清和 

お問合せ・申込：NPO 法人いきいき清和【君津市市宿４０８】 
        Mail：hanbei@alpha.ocn.ne.jp HP：https://ikiikiseiwa.jpn.org 

事務局 木曽野 ☎090-4621-5043 
            石  橋 ☎090-5818-2190 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施時期 イベント名 内  容 番 号 

4/2３ 

(日) 

炭窯でピザづくり体験 

(会場:半兵衛炭焼塾) 

ピザ生地に自分でトッピングし

炭窯で焼いて食べる。 

2３-1 

5/７ 

(日) 

 

田んぼ田植え体験 

(お米作り全 3 回の 1） 

(会場:大岩の田んぼ) 

休養村管理ｾﾝﾀｰ近くの田んぼで、

田植え・稲刈りを行い自分達で収

穫したお米を使ってお餅を搗く。 

2３-2 

6/１８ 

(日) 

簡単味噌づくり体験 

(会場:清和公民館) 

家庭の圧力釜を使って短時間で

できる味噌づくりを体験する。 

23-３ 

7/９ 

(日) 

豆腐づくり体験 

(会場:清和公民館) 

家庭用の圧力釜とミキサーを使

い本格的な豆腐作りを体験する。 

23-４ 

8/2０ 

(日) 

 

そば種蒔き体験 

（全 3 回の 1） 

(会場:宿原地先市有地) 

三島神社隣接市有地の畑に種を

蒔き、収穫し、自分達で育てたそ

ば粉を打って食べる。 

23-5 

９/３ 

(日) 

田んぼ稲刈り体験 

(お米作り全 3 回の 2） 

(会場:大岩の田んぼ) 

鎌を使って稲を刈り、小田掛け乾

燥体験をする。 

23-2 

９/１７ 

（日） 
清和の魅力探訪ウォー

ク 

 

今までの探訪ウォークで尋ねた

コースの中から好評だったコー

スをウォーキングする。 

23-6 

10/１５

(日) 

そば収穫体験 

（全 3 回の 2） 

(会場:宿原地先市有地) 

黒く実の付いたそばを鎌で刈り

小田掛けをし、乾燥したら脱穀の

体験をする。 

23-5 

10/２９ 

(日) 

うどん打ち体験 

(会場:清和公民館) 

家庭にある道具を使って、清和在

来小麦粉のうどん打ちを体験す

る。 

23-７ 

11/1２ 

(日) 

干し柿づくり体験 

(会場:清和公民館) 

 

柿の皮をむいて、昔ながらの方法

で干柿をつくる。また柿皮の利用

方法も体験する。 

23-8 

12/1０ 

(日)午前 

そば打ち体験 

（全 3 回の 3） 

(会場:清和公民館) 

そばの種蒔き、収穫、そば打ちま

でを体験。最終回は、実際にそば

を打って食べる。 

23-5 

12/10 

(日)午後 

お飾りづくり 

(会場:清和公民館) 

田んぼ体験で収穫した稲藁を

使って、昔から清和に伝わるお

正月お飾りづくりを体験する。 

23-9 

1/1４ 

(日) 

田んぼ餅つき体験 

(お米作り全 3 回の 3） 

(会場:休養村管理ｾﾝﾀｰ) 

最終回は収穫したもち米を臼と

杵を使ってお餅をついて食べる。 

23-2 

2/18 

(日) 

納豆づくり体験 

(会場:清和公民館) 

家庭用の圧力鍋と稲わらを使っ

て昔ながらの納豆づくりを体験

する。 

23-10 

3/1０ 

(日) 

わら細工体験 

(会場:清和公民館) 

昔使われていた藁縄を編んだり

草履を作ったりし現代の生活を

考える。 

23-11 

※開催日の着色はそれぞれ全 3 回シリーズです。3 回通しての参加をお願いします。 

※日程及びイベント内容・会場などは、作物の生育状況やコロナ感染などの状況により変更になることがあります。 

※各イベントとも詳細については HP や Facebook・チラシなどでお知らせします。 

「体験せいわ学」は、年間を通して様々なイベントをご

用意しています。詳細はイベントごとにチラシ等ご案内

いたしますので、お気軽にご参加ください。 「体験せいわ学」のご案内 

平成３１年度新規事業として開始し、令和５年度で実施５年目を迎える。 
君津市自然休養村管理センターの指定管理者事業としてNPO法人いきいき清和が事業を実施していたが、 
自然休養村管理センターが閉館となった。令和５年度からはNPO法人いきいき清和単独による事業運営と 
なるため、清和公民館が共催することで地域団体の活動支援を図る。
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全
ぜん

３回
かい

（午前
ご ぜ ん

10時
じ

から 11時
じ

まで） 
1. ２月１８日 (日よう日) 

2. ２月２５日 (日よう日) 

3. ３月 ３日 (日よう日) 

会 場
かいじょう

：君津
き み つ

中 央
ちゅうおう

公民館
こうみんかん

 

（君津市
き み つ し

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

交流
こうりゅう

センター） 

体
からだ

を動
うご

かすと気持
き も

ちがいいですよ。友
とも

だちの輪
わ

も広
ひろ

がります。さまざまな 障
しょう

がいのある人
ひと

も

参加
さ ん か

できますよ。一緒
いっしょ

に活動
かつどう

してみませんか？ 

対 象
たいしょう

：市内
し な い

に在住
ざいじゅう

で障
しょう

がいのある方
かた

 
   （一人での参加が不安な場合は、ご家族の方や 

サポーターの方と一緒にご参加ください） 

①氏名
し め い

 

②住所
じゅうしょ

 

③連絡先
れんらくさき

 

④つきそいについて 

先生
せんせい

：岡部
お か べ

 佐和子
さ わ こ

さん 

定員
ていいん

：１５名
めい

 

電話
で ん わ

または申込
もうしこ

みフォームからお伝
つた

えください 

 

（ダンスインストラクター） 

 

１回
かい

だけでも、

何回
なんかい

でも参加
さ ん か

 

できますよ 
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No. 日時
に ち じ

 予定
よ て い

。変
か

わることも あります 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

 
友
とも

だちがほしい 

 
日本の文化

ぶ ん か

を 知
し

りたい 

周
す

西公民館
さ いこうみん かん

 でんわ：0439-57-6080 
E-mail：susai-k@city.kimitsu.lg.jp  

生活
せいかつ

のことが 知
し

りたい 地震
じ し ん

が来
き

たら 

どうする？ 

ホームページ 

もうしこみ 

E-mail 
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抹茶
まっちゃ

を飲
の

もう 

みんなで話
はな

そう 

日本の祭
まつ

りを見
み

に行
い

く 

夏
なつ

の着物
き も の

(浴衣
ゆ か た

)を着
き

てみよう

外国
がいこく

からきたみなさん、周
す

西
さい

公民館
こうみんかん

にきませんか 

周
す

西公民館
さ いこうみん かん

 でんわ：0439-57-6080 
E-mail：susai-k@city.kimitsu.lg.jp  



 

 

  

 

避難所宿泊体験 
 

日時 令和６年９月１５日（日）１８時頃～９月１６日（月・祝）９時 解散 

会場 八重原公民館レクリェーションホール・大会議室  

対象 八重原地区にお住まいの方 10 組（先着順）  

申込 八重原公民館（☎55-1840）にご連絡いただくか、下記申込フォームよりお申し込みください。 

 

  

 

 

 

令和６年度 八重原公民館主催事業「防災講座」参加募集のお知らせ 

のシミュレーションをします。 

※ご家族と一緒にご参加いただけます。 

 

この避難所体験では、本当に災害が起こった時を想像し、“不便さ”も体験します。 

避難物資がまだ届いていない想定で、ご自身で考えた必要な物（寝具、食事、懐中電灯

など）をご持参いただき、参加者で協力しながら１泊を過ごします。 

ライフラインが止まった想定で、できるだけガス・水道・電気を使用せず過ごします。 

（体調管理のため、空調は適宜使用します。） 

〈お問合わせ・お申込み〉 

八重原公民館（君津市南子安 9-17-2） 

     TEL 0439-55-1840 FAX 0439-55-1940  メール yaehara-k@city.kimitsu.lg.jp 

 
QR コードを読み込

むと、申込フォーム

につながります 

 

１５日（日） 

18：00 頃、実際に地震が発生したと想定し、各自避難してくる。 

・受付後、避難所スペース設営、簡易トイレ設営実習 

・避難所運営会議シミュレーション 

・夕食（各自準備）、就寝 

１６日（月） 

・朝食（各自準備） 

・防災グッズづくり実習 ・ふりかえり 

9：00 解散 

※ご家族で参加の場合は人数をお伝え 

ください（ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ１区画に大人 2名が目安） 

 

公民館で! 

 

本
講
座
に
つ
い
て 

  

もしもに備える！防災講座 
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令和６年度 周西公民館主催 課題解決学習推進事業 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

不登校をテーマに様々な講師から学ぶ講座です。今回は不登校専門家庭教師と、不登校の素因や 

子どもとの関わりについて考えます。参加は無料です。 

講 師 原園 康寛さん（不登校専門家庭教師）  

小学生から社会人まで300名以上の指導実績と自身のうつ病経験

に基づいた、徹底した寄り添い学習スタイルで、日々不登校児と

関わっている。不登校訪問支援カウンセラー。    
 

期 日 ８月２４日（土）１４：００～１６：００ 

（１３：４５～受付） 
 

会 場 君津市周西公民館（君津市人見4-11-21） 

 

対 象 小・中学生の保護者、興味のある方 
 

申込み ８月１９日（月）までに窓口・電話・FAX・logo フォーム⇒ 

メール（下記）いずれかにて・名前・住所・連絡先をご連絡ください。 

 

   

申込・問合せ先 

周西公民館 
所在地：君津市人見4-11-21 

＊ＴＥＬ：０４３９-５７-６０８０ 

＊ＦＡＸ：０４３９-５５-８８５２ 

＊メール：susai-k@city.kimitsu.lg.jp 

メール二次元コード 

 

窓口・電話・ＦＡＸの受付時間は、月～土 ９：００～２１：４５ 

日  ９：００～１６：４５ となります。 
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回 覧

講座 私たちの暮らしと 

リテラシー 
 

 

※ＡＩとは、人工知能のことです。 

※リテラシーとは、特定の分野に関する知識や情報を正しく理解し、適切に活用する能力のことです。 

ＡＩが進化し、私たちの暮らしに深く関わるようになりました。暮らしを便

利にしてくれる一方で、さまざまな課題も生まれています。 

この講座では、そもそもＡＩとは何か、私たちの暮らしとどのように関わっ

ているのかを知ると共に、適切にＡＩを活用するために必要な力を身につける

ことを目指します。初めての方にも分かりやすい内容ですので、気軽にご参加

ください。 

※本講座は、清和大学と上総公民館の共同研究の一環として実施します。 
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君津市公民館連絡会 

第二次世界大戦下の君津 
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記録集発行にあたり  
 

 
 1945（ 昭和 20） 年 8 月 15 日の終戦から 今年で 80 年が経過し ま し た。  

 戦後の荒廃し た国土を復興し ていく には、 ま ず民主主義を自分たちのも のと する ま で訓練し て

いく こ と 、 自分で物事を判断する ために自ら 豊かな教養を身につけ、 活発に討議でき る 文化的素

養を 高める こ と が必要であり 、 それら をも って郷土に産業を興し 、 政治を立て直し 、 生活を豊か

にし ていく ために「 公民館」 の建設を 構想し たのが当時の文部省社会教育課長の寺中作雄です。  

 公民館は、 戦争の反省から 生ま れ、 民主主義を 身に着ける 場と し て、 そし て学びの自由と 権利

が守ら れる 場・ 機能と し て、 日本国憲法、 教育基本法、 社会教育法によ って法的に位置づけら れ

ていま す。  

 君津市域では、 1954（ 昭和 29） 年に旧君津町において公民館条例が制定さ れ、 1964（ 昭和 39）

年には君津町中央公民館が開館し 、 以後、 上総公民館（ 1969 年）、 小糸公民館（ 1971 年）、 清和公

民館（ 1972 年）、 周南公民館（ 1973 年）、 小櫃公民館（ 1974 年）、 八重原公民館（ 1997 年）、 周西

公民館（ 2006 年） と 公民館体制を 整えてき まし た。  

 半世紀以上にも 及ぶ公民館事業や住民の学習活動において、 戦争時代を経験さ れた住民の皆様

が失った学びの時間を取り 戻すよ う に、 歴代の公民館職員と と も に意欲的に豊かな学びを積み重

ね、 つながり 発展し 、 君津市の社会教育を長く 牽引し てこ ら れま し た。 ま た、 各公民館のなかに

保管さ れている 様々な記録集や書籍には、 多様な表現のも と で「 戦争の記憶」 が記録と し て残さ

れていま す。  

 戦後 80 年が経過し た今、 当時を 語っていただける 方は少なく なり 、 戦争を知ら ない世代が大半

と なり ま し た。 公民館職員も 戦争を知ら ない世代です。  

こ のよ う ななか、 君津市公民館連絡会では 2025（ 令和 7） 年度に連携事業の一つと し て、 戦後

80 年の節目に「 戦争と 平和」 をテーマに共同で取り 組みま し た。 各公民館がそれぞれに保管し て

いた戦争証言記録を集め、 再編集する こ と で、「 君津における 記憶遺産」 と し て扱っていく こ と が

こ の取り 組みのねら いです。 こ のこ と は単なる 記録集めにと ど ま ら ず、 掘り 起こ し によ って様々

な証言に触れ、 追体験し ていく こ と にも なり ま し た。  

 戦後 80 年チームによ る 共同制作展示「 第二次世界大戦下の君津」 は市内公民館を巡回し 多く の

方にご高覧いただき ま し た。 ご協力いただき ま し た皆様に改めて感謝申し 上げま す。  

 そし て、 こ の活動も ま た記録と し て残し 次のバト ンを渡し ていける よ う にする こ と が、 戦後 80

年の節目に必要なこ と と し てこ のたび記録集を発行いたし ま し た。  

 「 二度と 戦争をし てはいけない」 と 共通し て語ら れた多く の先輩方の真意を私たちは重く 受け

止め、 戦後がいつの間にか「 戦前」 と なら ないよ う 、 住民も 公民館職員も 自ら 豊かな教養を高

め、 文化的素養を高めていく こ と が、 Ａ Ｉ の進展が目覚ま し い今、 いっそう 必要と なり ま す。  

 結びにあたり 、 記録集への掲載にあたり 、 戦争で大切なご家族を亡く さ れたご遺族の悲し みを

再び呼び起こ し てし ま ったと し たら 、 それは本意ではないと いう こ と を申し 添えさ せていただい

た上で、 心よ り お詫びいたし ま す。  

 

 

 

君津市公民館事業担当者会議      

戦後８ ０ 年チーム 座長 會澤 直也  

（ 小櫃公民館）  



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 君津中央公民館主催 助けあい・支えあい「あいあいカフェ」 

「あいカフェサポーター」ボランティア募集 

こちらからも 

申し込めます  

このカフェは、地域で「障がい」などのテーマへの理解を深めあう機会をつくる趣旨で実施するもの

で、一般の営業活動とは異なります。また、「あいカフェサポーター」が物品や食品の製造販売等を行う

ものではありません。 

「あいあいカフェ」（愛称：あいカフェ）は、君津中央公民館のロビ

ーでひらく、地域の障がい者就労支援施設で作ったおいしいパンなどを楽し

みながら、地域みんなの助けあい・支えあいを深めるカフェです。そこで、

飲み物のセルフコーナーの運営など「あいカフェ」をサポートしてくださる

ボランティアを募集します。ホッとできるひと時を一緒につくりませんか。 

☆「あいカフェ」と「自発的なボランティア活動」の主旨をご理解 
いただければ、どなたでも大歓迎です。 

・活動に伴う謝礼、個人で用意する物品・経費等の支給はありません。 

（※昨年度個人で用意していただいたものはバンダナ程度でした） 

・未成年の方は保護者の承諾を得てください。 

☆活動は、基本的に第１～第４木曜日です。（変更の場合もあります） 

・参加できない日があっても OK。 

・時間は、おおむね１０時～１３時３０分です。（部分参加も OK） 

詳しくはお問い合わせください 
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２０２5年度　あいカフェカレンダー　　※臨時にお休み・変更の場合があります。

第１木曜日 第２木曜日 第３木曜日 第４木曜日

４月 ３日　モンソレイユ １０日　約束の樹 １７日　モンソレイユ・アレッタ ２４日　ミツバ園・約束の樹

５月 １日　モンソレイユ 　８日　約束の樹 １５日　アレッタ ２２日　ミツバ園・約束の樹

６月 ５日　モンソレイユ １２日　約束の樹 １９日　モンソレイユ・アレッタ ２６日　ミツバ園・約束の樹

７月 ３日　モンソレイユ １０日　約束の樹 １７日　モンソレイユ・アレッタ ２４日　ミツバ園・約束の樹

８月 ７日　モンソレイユ １４日　約束の樹 ２１日　お休み ２８日　ミツバ園・約束の樹

９月 ４日　モンソレイユ １１日　約束の樹 １８日　モンソレイユ・アレッタ ２５日　ミツバ園・約束の樹

１０月 ２日　モンソレイユ 　９日　約束の樹 １６日　モンソレイユ・アレッタ ２３日　ミツバ園・約束の樹

１１月 ６日　モンソレイユ １３日　約束の樹 ２０日　お休み ２７日　ミツバ園・約束の樹

１２月 ４日　モンソレイユ １１日　約束の樹 １８日　モンソレイユ・アレッタ ２５日　ミツバ園・約束の樹

1月 １日　　お休み 　８日　約束の樹 １５日　モンソレイユ・アレッタ ２２日　お休み

２月 ５日　モンソレイユ １２日　約束の樹 １９日　モンソレイユ・アレッタ ２６日　ミツバ園・約束の樹

３月 ５日　モンソレイユ １２日　約束の樹 １９日　モンソレイユ・アレッタ ２６日　ミツバ園・約束の樹

  時間　　ドリンクコーナー　　　11：00頃～13：00
　　　　 パン・軽食等の販売　    11：30頃～13：00　（売り切れ次第終了です）

２０２5年度　あいカフェカレンダー　　※臨時にお休み・変更の場合があります。

第１木曜日 第２木曜日 第３木曜日 第４木曜日

４月 ３日　モンソレイユ １０日　約束の樹 １７日　モンソレイユ・アレッタ ２４日　ミツバ園・約束の樹

５月 １日　モンソレイユ 　８日　約束の樹 １５日　アレッタ ２２日　ミツバ園・約束の樹

６月 ５日　モンソレイユ １２日　約束の樹 １９日　モンソレイユ・アレッタ ２６日　ミツバ園・約束の樹

７月 ３日　モンソレイユ １０日　約束の樹 １７日　モンソレイユ・アレッタ ２４日　ミツバ園・約束の樹

８月 ７日　モンソレイユ １４日　約束の樹 ２１日　お休み ２８日　ミツバ園・約束の樹

９月 ４日　モンソレイユ １１日　約束の樹 １８日　モンソレイユ・アレッタ ２５日　ミツバ園・約束の樹

１０月 ２日　モンソレイユ 　９日　約束の樹 １６日　モンソレイユ・アレッタ ２３日　ミツバ園・約束の樹

１１月 ６日　モンソレイユ １３日　約束の樹 ２０日　お休み ２７日　ミツバ園・約束の樹

１２月 ４日　モンソレイユ １１日　約束の樹 １８日　モンソレイユ・アレッタ ２５日　ミツバ園・約束の樹

1月 １日　　お休み 　８日　約束の樹 １５日　モンソレイユ・アレッタ ２２日　お休み

２月 ５日　モンソレイユ １２日　約束の樹 １９日　モンソレイユ・アレッタ ２６日　ミツバ園・約束の樹

３月 ５日　モンソレイユ １２日　約束の樹 １９日　モンソレイユ・アレッタ ２６日　ミツバ園・約束の樹

  時間　　ドリンクコーナー　　　11：00頃～13：00
　　　　 パン・軽食等の販売　    11：30頃～13：00　（売り切れ次第終了です）

 

７月１２日（土）も、あいカフェ臨時開催予定です。 

☆「あいカフェ運営ボランティア」募集中！ 

・あいカフェボランティアの主旨にご理解いただければ、どなたでも大歓迎。 

・活動に伴う謝礼、個人で用意する物品・経費等の支給はありません。 

・未成年の方は保護者の承諾を得てください。 

詳しくはお問い合わせください 君津中央公民館 0439-50-3980 

７月１２日（土）も、あいカフェ臨時開催予定です。 

☆「あいカフェ運営ボランティア」募集中！ 

・あいカフェボランティアの主旨にご理解いただければ、どなたでも大歓迎。 

・活動に伴う謝礼、個人で用意する物品・経費等の支給はありません。 

・未成年の方は保護者の承諾を得てください。 

詳しくはお問い合わせください 君津中央公民館 0439-50-3980 
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☆

①

ほかにも、公民館
こうみんかん

でやってみたいことや、 

アイデアがあったらおしえてね！ 

公民館
こ う みんかん

は、小学生
しょう がくせい

のみんながあそんだり、 

宿題
しゅくだい

をしたりできる場所
ば し ょ

だよ。 

おともだちと一緒
い っし ょ

にあそびに行
い

ってみよう ！ 

みんなであそびに行
い

こう！ 

小櫃
お び つ

公民館
こうみんかん

 

資料⑫



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

©

資料⑬



   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 講師 大久保 芳枝 先生 
（船橋市地域文庫連絡会代表） 

 

一緒にわらべうたや手遊びを楽しみませんか？ 

 

中央図書館２ 階 視聴覚室 

内 容 絵本やわらべうたで一緒に 

遊びます 

時 間 午前１０時３０分～１１時３０分 

対 象 ０～２歳のお子さんとご家族 

定 員 ２０組（先着順・事前申込制） 
    ※ご家族の参加が必要です。 

保育はありません 
 

 令和５年度 中央図書館読書推進事業 

申込方法  中央図書館相談デスク・電話、または Logo フォームから、 

ご希望の講座にお申し込みください 

申込・問合先 君津市立中央図書館 TEL 0439（52）4646 

               （火～日曜日 午前 10 時～午後 6 時） 

申込期限  ２月１５日（木） 

 親子向け 
 

 

 令和６ 年  月   日（ 月）  

内 容  乳幼児向けおはなし会で 

      使えるわらべうたや手遊びを 

紹介し、その伝え方などを 

学びます 

時 間 午後１時３０分～３時 

対 象 ・絵本のよみきかせ活動を 

している方 

・手遊び・わらべうたに 

関心のある方 

定 員 なし（事前申込制） 

 実践者向け 
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バリアフリー図書
と し ょ

体験会
たいけんかい
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講師プロフ ィ ール 

鈴木
す ず き

まも る  氏（ 画家・ 絵本作家・ 鳥の巣研究家）  
1952 年 東京生まれ。 1980 年に、 絵本「 ぼく の大き な木」（ 偕成社） で  
絵本作家デビュ ー。 1986 年に東京から 静岡県伊豆に転居し 、 独学で巣の 
研究と 収集を始める。 1998 年から 、 全国各地で鳥の巣と 絵画の展覧会、  
講演会を開催し ている。  

 

会場 君津市立中央図書館２ 階 視聴覚室 
対象 幼児以上※未就学児の参加は保護者同伴 

定員 １ ５ ０ 名（ 先着順・ 要申込） 参加費無料 

申込方法 電話または申込フ ォ ームでお申し 込みく ださ い 

申込・ 問合せ先 君津市立中央図書館 0439（ 52） 4646 
（ 火～日曜日 午前 10 時～午後 6 時）  

 

 

講師 鈴木 まも る  氏

 

 

「 ぼく の鳥の巣絵日記」 や「 せんろはつづく 」 など、 たく さ んの絵本や児童書等を出版。

絵本のこ と や鳥の巣のこ と 、 自然のこ と などをわかり やすく お話し てく れます。  
 

申込フ ォ ームは 
こ ち ら  

当日は 
実物の鳥の巣２ ０ 個を  
持っ て来てく れます！ 
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令和８年度 社会教育行政・各機関の重点取り組みについて 

〇生涯学習文化課 

【管理調整係】 

（１）社会教育施設の再整備 

旧清和公民館の解体工事を完了させる。工事完了後は、地権者への借地返還に向け、

測量や整地について検討を進める。 

周南､小糸､小櫃公民館について、｢君津市公民館等再整備基本計画｣や全庁的な個別施設計画の

見直しの動きに基づき、再整備の検討を進める｡ 

（２）時代に沿った生涯学習事業の展開 

①時事・地域の状況に沿い、様々な機関・団体と連携し、暮らしの課題解決や地域活性

化に資する事業展開を行い、生涯学習メニューの充実化を図る。 

②「第四次君津市子ども読書活動推進計画」に基づき、すべての子どもたちが、より一

層読書に親しむことができる環境づくりを、地域の読書関連団体や機関と連携、協力

しながら行う。 

（３）地域コミュニティづくりと青少年を健やかに育む活動への支援 

①周西南中学校区及び上総小櫃中学校区学校運営協議会活動の充実を目指して、助言

と支援を行う。 

②地域学校協働本部や青少年健全育成団体など、青少年を健やかに育む活動への支援

を図る。 

 

【事業係】 

 生涯学習交流センター及び君津中央公民館の管理・運営に取り組む。（重点取り組みについて

は、各機関の項目にて後掲） 

 

【文化振興係】 

（１）多彩な文化・芸術に触れ親しむ環境づくり 

① 君津市民文化ホールの指定管理者である（公財）君津市文化振興財団と連携し、多

くの人が様々な分野の文化・芸術を身近に楽しみ、参加できる、多様な文化振興事

業の提供に努める。 

② 文化振興のための市民活動団体を支援し、活動の継続と地域文化の活性化、伝統文

化の継承を図る。 

（２）文化・芸術に係る環境の整備 

① 君津市民文化ホールの機能を維持し、安心・安全に利用できるよう、施設・設備の

修理等を行う。 

（３）地域の伝統文化を次世代につなげる環境づくり 

協議１ 



① 文化財の継承、保存資料の適切な管理、文化財保存団体支援、埋蔵文化財保護、遺

跡調査、記録活動等を行う。 

② 出土遺物公開展など文化財を活用した事業や、市内小中学校と連携した学習支援を

とおして、郷土への愛着心と誇りを養う。 

 

〇生涯学習交流センター 

「新たな交流を深める」  

「こっこくらぶ」「市民交流事業」により、市民の交流の輪を広げるとともに、

時事に応じた市民の身近な課題や本市における課題に応じた事業を行う。  

※主な予定事業 こっこくらぶ、市民交流事業、現代社会・地域セミナー 

 

〇君津中央公民館 

「多様性を認めあえる地域づくり」  

    令和６年度君津地区公民館運営審議会答申を踏まえ、目的性のあるネットワークづ

くり、多様性を認め合える地域づくりを通じて地域活性に資することを目指す。 

※主な予定事業「課題解決学習推進事業」「ひこばゆ」 

 

〇八重原公民館 

「開館３０周年記念事業と地域づくり協議会準備会伴走支援」 

記念事業を通じて、公民館や地域の今後のあり方について考える機会とする。公民館に関

わる人の裾野を広げ、新たなつながりづくりや担い手育成を行う。令和６年度君津地区公

民館運営審議会の答申を踏まえて、協議会発足を目指し住民主体の地域づくりを積極

的に支援する。 

※主な予定事業：30周年記念事業、地域づくり協議会準備会伴走支援、地域再発見事業 

 

〇周西公民館 

「地域のつながりづくりへのアプローチ」 

「つなぐ・つなげる・つながる」をキャッチコピーに掲げる当館は開館 20 周年を迎えた。

また、周西地区の地域づくり協議会が令和７年９月に「地域のつながりづくり」を基本理念

として発足した。この契機に合わせ、地域のつながりづくりを軸に据え、多様な方々が地域

づくりに参加できるきっかけづくり、関連する学びの機会の創出、新たな動きに向けた地域

機運の醸成を図る。 

＊主な予定事業：20周年記念事業、地域づくり協議会支援事業、地域課題解決支援事業 

 

〇周南公民館 

「地域への関心拡大と担い手育成」  

  中高年世代・青少年世代を中心に、様々な形で地域に関心を向ける機会を作り、新たな



担い手につながる事業に取り組む。 

＊主な予定事業：(仮)中高生活動支援事業、おいでよひろば、親子 de 冒険山、セカンド

ライフ支援事業 

 

〇小糸公民館 

「中高生世代の活躍の場づくりと活動支援」 

  公民館事業の様々な場面絵、中高生が活躍できる場を体系的に設けることで、①中高生

世代の居場所づくり ②地域を拠点とする多世代交流を図る。また、公民館事業での経験

を通じて、中高生の小糸地区への愛着心を育む。 

＊主な予定事業：子どもキャンプ（ジュニアリーダー育成）、夏休みゲーム大会（運営ボ 

ランティア）、中学生カフェ、２０歳のつどい 

 

〇清和公民館 

①「地域活性化・にぎわい創出」 

清和地区は少子高齢化率が著しい地域であり、人口減少に加え、地域活動の担い手不足や

地域の衰退・縮小が課題となっているため、「地域活性化」や「にぎわい創出」につながる

取り組みの充実を目指す。 

＊主な予定事業：地域団体の伴走支援や連携した取組 

②「高齢者のウェルビーイング」 

清和地区の人口の大半を占めるシニア世代の課題についての学びやシニア世代が活躍で

きる機会づくりに努め、年をとっても豊かに生きられる地域環境の醸成を図る。 

＊主な予定事業：高齢者いきがい支援事業 

 

〇小櫃公民館 

「地域づくり協議会伴走支援事業」  

小櫃・上総地区公民館運営審議会の審議テーマ「地域住民が主体の『地域づくり』

を推進する公民館活動について」のモデル事業として実施する。  

地域づくり協議会に対する公民館的「伴走支援」として、人づくりと関係づくり

の観点から、住民主体の地域づくり活動を進めていく。  

・  人づくり…日常的に「小櫃てらす」の団体運営に関する助言や補助、情報共

有を通じて、団体のコアメンバーの力量形成に資する。  

・  関係づくり…協議会との接続先を率先して構築し、つながりを増やしていく  

＊主な予定事業：趣味教養講座、ニットカフェ、｢おびつあそんべ食堂｣活動支援  

 

 

 

 



〇上総地域交流センター 

「地域との連携」 

地域の任意団体や学校等と連携し、地域とのつながりを意識し様々な事業やイベントを

開催することで、地域活性につなげていく。 

＊主な予定事業：くるり落語フェスティバル、花いっぱい運動、鄙の雛展 

 

 

〇上総公民館 

「地域住民の主体的参画」 

地域住民が公民館活動の担い手として主体的に参画する関係を構築し、企画段階から協

働で取り組む主催事業を展開する。 

＊主な予定事業 昨年度実施の「上総の“山”と“歩く”を楽しむ教室」を契機とした地

域団体の活動支援など 

 

〇久留里城址資料館 

「博物館法にもとづく資料館運営と事業の展開」 

（１） 秋の企画展では、常代遺跡から出土した木製品 65点が千葉県指定文化財となって

20 年を迎えたことを記念し、初の全点公開を行い、君津市の誇るべきその遺跡の

重要性について改めて認識する。 

（２） 博物館の根幹的業務である資料の「収集」「保存」を基盤に、「調査研究」の成果に

ついては、教育普及事業等への反映や情報発信を通し、地域への還元につとめる。 

（３） 博物館・教育機関としての活動の強化とともに、観光地としての魅力アップを図る

ため、各種メディアの取材協力の依頼に応じ、更なる来館者増をめざす。 

 

〇中央図書館 

（１） 図書館の環境整備 

多様な世代が読書や本を身近に感じ利用しやすい環境の整備を進める。 

（２） 子育て世代の利用促進 

イベント等をきっかけとして、図書館をあまり利用していない子育て世代の新規利

用者の増加につなげる。 

（３）持続可能な図書館の運営 

中央図書館及び各分室、移動図書館の持続可能でより機能的な運営を検討する。 

＊主な予定事業：夏休みこども行事、まちライブラリー、読み聞かせボランティアの 

養成、定期的な分室整備など 

 

 

 



〇漁業資料館 

（１）ノリつけ体験できる事業を設け、資料館の利用促進を図る。  

（２）定期的な清掃等を実施し、資料の適切な保存環境を整える。 

 

〇君津市民文化ホール 

“上質な文化に触れる機会を”を念頭に置きながら、自主事業として、子どもから大人、

シニア世代まで幅広い年齢層にご来館いただけるような公演を予定している。文化ホー

ルは市民の文化拠点であり、市の文化の向上を図る施設であるため、単なる貸館業務や、

特定の年齢層に利用が偏らないような事業を展開する。 



中央図書館の休館日の見直し及び 

電子書籍サービスの休止について 

 

中央図書館 

 

１ 休館日の見直しについて  

休館日の月曜日に施設設備の点検整備や図書館システムのメンテナンス、

窓やワックス等清掃、蔵書管理及び点検など実施してきたが、業者との調整

や職員体制など休館日の月曜日のみでの対応では支障をきたしているため、

各種メンテナンス等を実施し、快適な読書環境を維持できるよう、毎月末の

館内整理や特別整理（蔵書点検等）を確保するための休館日を設けた。  

 

（１）変更内容 

ア 変更前  

月曜日、国民の祝日（土日を除く）  

年末年始（１２月２８日～１月４日）  

    

イ 変更後（令和８年度から）  

月曜日、国民の祝日（土日を除く）  

年末年始（１２月２８日～１月４日）  

館内整理日（毎月最終金曜日）  

特別整理期間（蔵書点検等）年間１０日以内  

 

２ 電子書籍サービスについて 

令和３年６月から、感染症対策の非来館サービスとして、電子書籍サー

ビスを提供してきたが、利用者数の減少や新刊書が読めないなど、提供で

きるコンテンツとニーズに合致していない部分があること、紙に比べ維持

経費が高額であることから、本市の電子書籍サービスを令和８年３月で休

止した。  

今後、電子書籍コンテンツの充実状況や他図書館の動向等を考慮し、再

開を検討する。  

 

３ 施行期日 

   休館日、電子書籍ともに 令和８年４月１日 

 

 


